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前回定例会（平成２２年５月１２日）以降の原子力安全・保安院の動き 

 

平成２２年６月２日  

 原子力安全・保安院  

 

１． 柏崎刈羽原子力発電所１号機における保安検査等の実施状況について（第１～２報） 

柏崎刈羽原子力発電所１号機は、５月２１日から復水器の真空度上昇操作を開始し、原子

炉の起動に係る一連の準備操作を実施していたところ、タービン駆動原子炉給水ポンプ吐出

弁等にシートリークの疑いが確認されたことから、詳細に点検を行うこととなりました。  

保安院は、シートリークの疑いがある弁の分解点検等への立会いを行い、復旧した後の確

認において原子炉水位の有意な上昇がないことを確認するとともに、起動前に適切に評価さ

れていることを確認しました。 

以上の確認結果から、保安院は、今回発生した不適合への対応が適切に実施されていると

評価しました。 

その後、５月３０日から柏崎刈羽原子力発電所１号機は再度復水器の真空度の上昇操作を

開始し、３１日に制御棒の引き抜き操作を経て、原子炉が臨界となりました。その間、東京

電力は、プラント全体の機能の評価を行ってきました。 

保安院は、原子炉起動前に安全性が確保されていること、原子炉起動の操作として臨界に

至るまでの一連の操作、原子炉昇圧の操作及びプラント全体の機能試験が適切に実施されて

いることを原子炉起動時の保安検査等により確認しました。 

今後も引き続き、運転操作の適切性、保安規定の遵守状況、及びプラント全体の機能試験

の実施状況について厳格に確認を行います。 

 

２． 柏崎刈羽原子力発電所５号機新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価報告書

（建物・構築物編）の受領について 

５月２１日、東京電力から「柏崎刈羽原子力発電所５号機新潟県中越沖地震後の設備健全

性に係る点検・評価報告書（建物・構築物編）」が提出されました。 

保安院は、現在、構造ワーキンググループにおける専門家の審議を経て、当該報告書に対

する評価結果のとりまとめを行っているところです。 

 

３． 平成２１年度第４四半期の保安検査結果等の内閣府原子力安全委員会への報告について 

５月１７日、実用発電用原子炉に対する平成２１年度第４四半期の保安検査結果及び保安

規定認可実績※について内閣府原子力安全委員会に報告しました。 

柏崎刈羽原子力発電所の第４四半期の保安検査の結果については、今回検査対象とした範

囲における保安活動は良好であったと判断したことを報告しました。 

 

４． 平成２２年度「原子力エネルギー安全月間」について 

毎年５月を「原子力エネルギー安全月間」と定めており、国、事業者それぞれが様々な活

動を行っています。平成２２年度についても、原子力事業者における安全文化の浸透・定着、

原子力安全に対する意識の高揚を図ることを目的として、各種活動を行うこととしています。 

                                                
※

 柏崎刈羽原子力発電所は１月２２日に認可した件を報告（２月定例会で説明済み） 
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５月２０日には、原子力事業及び関連事業に長年従事し、安全の確保や向上に功績があっ

た実務者の方々１９名（原子力エネルギー安全実務功労者）、原子力の安全に関する顕著な

功績のあった方１４名（原子力安全功労者）に対して、経済産業大臣表彰が行われました。 

 

 

＜中越沖地震における原子力施設に関する調査・対策委員会の開催状況＞ 

５月１３日  設備健全性評価サブワーキンググループ 

５月２７日  構造ワーキンググループ 

 

＜検査実績（５月１３日～６月２日）＞ 

保安検査 ：5月 12～6月2日 

定期検査 ：5月 20,21日 

立入検査 ：5月 18,19日 

以  上 



1

平 成 ２ ２ 年 ５ 月 ３ １ 日

東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所第１号機に対する原子炉起動時の保安検

査の実施状況について（第２報）

１．保安院の確認方針

原子力安全・保安院（以下「保安院」という。）は、柏崎刈羽原子力発電所第１号機

（以下「１号機」という。）の原子炉を起動して行うプラント全体の機能試験に対し、

原子炉の起動前に安全性が確保されていること、原子炉の起動中において、「止める」、

「冷やす」及び「閉じこめる」各安全機能等が確保されていること、また、プラント

全体の機能試験・評価が適切に実施されていることを、原子炉起動時の保安検査及び

立入検査等として厳格に確認を行います。具体的な検査項目は、以下のとおりです。

（１）原子炉起動前に当たっての安全性の確保に対する確認

原子炉の起動前に以下の３項目について確認を行いました。

①不適合事象の処理の確認

②原子炉起動に当たっての系統構成の確認

③原子炉起動前における安全性の確認

（２）原子炉起動及び出力上昇時における保安規定の遵守状況の確認

１号機の原子炉の起動に際し、「止める」、「冷やす」及び「閉じこめる」各安全

機能等の確保の観点から確認を行います。

（３）プラント全体の機能試験に対する確認

１号機におけるプラント全体の機能試験・評価が適切に行われているか、以下

の３項目について確認を行います。

①プラント起動時の設備点検の確認

原子炉の蒸気が通気されることにより作動確認及び漏えい確認等が可能とな

る設備について確認を行います。

②プラント起動時の系統機能試験の確認

プラントの起動に伴い蒸気が生ずることにより、初めて実施可能となる、以

下の４つの系統機能試験について確認を行います。

・原子炉隔離時冷却系機能試験

・気体廃棄物処理系機能試験

・蒸気タービン性能試験（その１）

東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所第１号機は、プラント全体の機能試験のた

め、５月３０日２２時２５分から復水器の真空度の上昇操作（注１）を開始し、５月３１

日１４時００分、原子炉の起動操作（臨界操作）として、制御棒の引き抜き操作を開始

しました。

原子力安全・保安院は、原子炉起動前に、安全性が確保されていること、原子炉起動

の操作として復水器真空度の上昇から制御棒引き抜き操作、及びプラント全体の機能試

験が適切に実施されていることを原子炉起動時の保安検査等により確認しました。

今後も引き続き、原子炉の起動に係る一連の運転操作、及びプラント全体の機能試験

について厳格に確認を行います。
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・蒸気タービン性能試験（その２）

③プラント確認試験の確認

プラントが継続的かつ安定的に運転が可能であることを確認するための主要

パラメータを抽出し、判定基準としての地震前の運転データ等と比較し確認を

行います。

また、ドライウエル点検（原子炉格納容器内点検）時においては、機器及び

耐震補強工事範囲の配管系の健全性の確認を行います。

保安院は、１号機の原子炉起動時の保安検査として、原子炉が定格熱出力に到達し

て、安定するまで実施することとし、厳格に確認を行います。

２．確認結果

（１）原子炉起動に当たっての安全性の確保に対する確認

①不適合事象の処理の確認

１号機の設備点検で発見された６９５件の不適合事象を始め、１号機に係る

不適合事象が処理されていること、他号機（２～７号機）で発見された不適合

事象及び他プラントで発見された不適合事象のうち、１号機に反映すべき事象

が適切に処置されていること、保安院が明らかにした「教訓と課題（１０項目）」

について、適切に対応していることを確認しました。

②原子炉起動に当たっての系統構成の確認

原子炉の起動に際し、原子炉起動前の施設及び設備の異常の有無を確認する

点検が適切に行われていること、原子炉起動前の系統、弁、電源に関する点検、

保守及び機能確認が実施され、原子炉起動前の系統構成が確実に実施されてい

ることを確認しました。

③原子炉起動前における安全性の確認

原子炉の起動に当たって、運転責任者を含む運転員が確保され、常時中央制御

室に配置していること、必要な手順書等が作成され、関係部署に配布及び周知され

ていること、「止める」、「冷やす」及び「閉じこめる」各安全機能等の確保されているこ

とを確認しました。

④プラント全体の機能試験に係る手順書の確認

プラント全体の機能試験に係る手順書を確認した結果、「プラント全体の機

能試験・評価計画書」（以下「評価計画書」という。）に基づき、点検対象設

備が抽出されていること、点検対象設備ごとに手順書が策定され、判定基準等

が適切であること等を確認しました。

（２）原子炉起動及び出力上昇時における保安規定の遵守状況の確認

【復水器真空度上昇から制御棒引き抜き、臨界操作】

原子炉の起動・出力上昇時に、運転責任者を含む運転員が確保され、常時中

央制御室に配置していること、５月３０日２２時２５分に復水器真空度の上昇、

５月３１日１４時００分に制御棒引き抜き操作が、制御棒操作手順書等に従い

適切に実施されていること等を、評価会議や中央制御室での立会い等により確

認しました。
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３．保安院の評価及び今後の対応

以上の確認結果から、保安院は、原子炉の起動に係る一連の運転操作、及びプラン

ト全体の機能試験が適切に実施されていると評価します。

今後も引き続き、運転操作の適切性、保安規定の遵守状況、及びプラント全体の機

能試験の実施状況について厳格に確認を行います。

なお、次回は、原子炉圧力が 3.5MPa 到達後に行われるドライウエル点検（原子炉格

納容器内点検）の結果等について公表する予定です。

（注１）復水器の真空度の上昇操作

復水器を真空に保つことにより、タービンを流れている蒸気と復水器の圧力差が大きくなり、

タービンを効率よく回転させることができます。真空度が上昇するとは、その真空の度合い（真

空度）が上昇した状態のことをいいます。

（本発表資料のお問い合わせ先）

原子力安全・保安院

柏崎刈羽原子力保安検査官事務所長 竹本 亮

電 話：０２５７－２３－９７９８（直通）

原子力発電検査課長 山本 哲也

電 話：０３－３５０１－１５１１（内線 ４８７１）

０３－３５０１－９５４７（直通）




